
Ｃ－１ 指導案 （展開）

４ 本時の学習

(1) 種目名 ハードル走 第３次の１時 （総時数７時間 ５／７）

(2) 学習のねらい

① 課題を意識し、意欲的に練習に取り組んでいる （ア）。

② インターバルを３歩のリズムで走ることができる （ウ）。

(3) 指導の力点

① 個別に取り組む学習方法は初めてであるため、事前のノート指導を通して個々への

助言を行い、課題意識を高めたい。

② 各練習場所でペアをつくり、互いに教え合い励まし合いながら取り組ませたい。

(4) 準 備

・学習ノート ・技能チェック表 ・ハードル４０台 ・ミニハードル１５台

・ストップウォッチ ・信号器

(5) 展 開

段階 学 習 活 動 時間 支援（・）と評価及びその方法（ ）

準備 １．準備運動をする。 ５ ・股関節を中心に入念に行なわせる。

ﾗﾝﾆﾝｸﾞ ﾀﾞｯｼｭ ｽﾄﾚｯﾁ ・健康観察をする。

２．集合、挨拶をする。

つかむ ３．各自の本時の課題と練習方法を確 ５ ・意識の薄い生徒に発表させ、意識づけ

認する。 をさせたい。

共通課題

インターバルやハードリングの技能をさらに高めて自己の記録を伸ばそう｡

↓

（番号は練習場所）個人の課題 練習方法

前 1.ｽﾀｰﾄ､踏み切り練習第一Ｈまで １ 第１ハードルに足を合わせる

時 1.ｽﾀｰﾄ､踏み切り練習２ スピードにのる第一Ｈまで

の 2.踏み切り地点にﾗｲﾝを引いて３ 遠くからとぶ踏切で

技 3.横走りH 7.ｸﾞﾗﾝﾄﾞH４ ハードルを低く越す

能 4.歩きながらのH 5.振り上げ足練習用H→ ５ 振り上げ足をまっすぐに出す

4.歩きながらのH 6.抜き足練習用H 7.ｸﾞ ﾗﾝドHチ ハードリング ６ 抜き足が横木と平行にする

ェ 7.ｸﾞ ﾗﾝﾄﾞH７ 体を前傾させる

ッ 4.歩きながらのH８ 体を前方に向ける

ク 5.振り上げ足練習用H 6.抜き足練習用H９ 着地のバランスをよくする

8.ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙにﾏｰｸ 9.ﾐﾆﾊｰﾄﾞﾙインターバル 10 ３歩でリズミカルに走る

8.ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙにﾏｰｸ 9.ﾐﾆﾊｰﾄﾞﾙ11 １歩目は大きく出す

・練習場所や同じ課題の生徒を確認させ



る。

・同じ練習場所で取り組む者同士でアド

バイスしあうことを確認する。

高める ４．各自の課題ごとに練習する。 １５

・課題を意識し、意欲的に練習

・自分の課題に合った場所で に取り組んでいるか。

練習 (活動観察 A-5)

・課題が達成できたと判断した

場合は、次の練習場所へ移動 ・練習場所を巡回しながら、つまづきの

みられる生徒には、積極的に指導・助

言する。

・ペア同士で励まし合いながら技能のチ

ェックをしあったり記録の測定に取り

組ませたい。

確かめ ５．記録の測定をする。 １５ ・特に係は決めず、手のあいている生徒

る に進んで測定をさせたい。

・技能チェック

↓ ・インターバルを３歩のリズム

・記録測定 で走ることができたか。

(学習ﾉｰﾄ 活動観察 B-3)

・できなかった生徒には、技能チェック

をもとにその理由を考えさせ、次時の

課題とさせる。

ふり ６．本時の反省をし、次時の課題と練 ７ ・記録の向上した生徒、得点の大きい生

かえる 習方法を決める。 徒や技能の向上した生徒を１人でも多

・課題の達成度 く見つけ、その努力や取組みを認めて

まと ↓ （技能チェックより) いきたい。

める ・記録と得点

↓ （記録表）

・自己評価表

↓ （授業全体の振り返り）

・次時の課題、練習方法

７．後始末、整列・挨拶をする。 ３ ・ペア同士でアドバイスさせ、学習ノー

トに記入させる。


